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研究要旨 

肺腫瘍は周囲を CT 濃度が大きく異なる肺組織に囲まれているため、腫瘍の抽出（セグ

メンテーション）が容易であり、コンピュータ支援画像診断プログラムを用いることによ

り三次元的に体積を測定することができる。三次元的体積測定は、コンピュータを用いる

ため、測定者間の誤差が少なく、客観的に腫瘍全体の体積を測定できるため、腫瘍縮小効

果の判定に大きく寄与できることが予想される。本研究では、非小細胞肺癌の治療効果判

定に三次元的体積測定を応用し、RECIST と対比しながら、その有用性を検証する。この

手法を確立し、WT1 がんワクチンによる肺癌の治療効果判定に応用する。 

                                

A．研究目的 

非小細胞肺癌の治療効果判定には、主に固形がんの治療効果判定のためのガイドライン 

（Response Evaluation Criteria in Solid Tumors：RECIST）が用いられているが、RECIST 

では腫瘍縮小効果の評価のために、腫瘍病変を一次元的に測定する。このため、腫瘍縮小

効果を正確に反映していないことが指摘されていた。本研究では、ヘリカル CT から得ら

れたボリュームデータとコンピュータ支援画像診断(computer assisted diagnosis：CAD)

の最新技術を駆使して、肺腫瘍の三次元体積を測定し、腫瘍縮小効果を正確に評価してこ

れを検証することを目的とする。近年、CT 機器メーカーから被曝低減を目的とした逐次近

似法や高分解モードなどの新たな技術が開発され、この機能が CT 機器に搭載されるように

なってきた。今年度はこの機能を用いて撮像されたボリュームデータにおける三次元的体

積測定の精度を検証する。 

 

B．研究方法 

 胸部ファントムに 5mm、8mm、10mm、12mm の充実性結節を貼り付け、様々な電流を

用いて撮像した。撮像モードは通常モードと高分解能モードの２種類を使用した。得られ

た画像データに逐次近似法の処理（0％, 50%, 100%)を行った。それぞれのデータに対して

三次元的体積測定ソフトを行いて結節の体積を求め、逐次近似法や撮像モードの影響を比

較した。 

 

（倫理面への配慮） 

・本研究で扱う画像データ及び臨床データの取得にあたっては患者本人より文書による



informed consent を取得する。 

 

C．研究結果 

 通常モードにおいては、絶対的および相対的な計測誤差は逐次近似法を用いることによ

り改善したが、有意ではなかった。一方、高分解モードにおいては、肺結節の過大評価は

逐次近似法を用いることにより有意に改善した。 

 

D．考察 

RECIST 1.1 では腫瘍縮小効果の評価のために、腫瘍病変を一次元的に測定するが、腫

瘍縮小効果判定の指標とするには精度の上で難点があることは否めない。また、腫瘍サイ

ズを人が測定するため測定者間で測定誤差があり、たとえ同じ測定者であっても測定毎に

誤差が生じる。現在、CT から得られるボリュームデータを 3 次元的に画像解析することで、

より精度高く、より客観的な指標が導出可能となった。ヘリカル CT やマルチスライス CT 

の普及と高機能化が急速に進み、ボリュームデータの取得が容易となった。また、コンピ

ュータ支援画像診断の進歩により、ボリュームデータを用いた様々な解析が可能となって

いる。 

一般に、CT 撮影時の被曝低減のため低電流で撮影すると、ノイズが増加するため画質が

低下する。このデータを用いて三次元的体積測定を行うと結節の体積を過大評価、あるい

は過小評価し、正確な体積を反映しないことが知られている。近年、この低線量撮影によ

るノイズを減少可能な逐次近似法が開発され、CT 機器に搭載されるようになってきた。ま

た、病変をより詳細に観察できる高分解モードも開発されたが、分解能を向上させると画

像ノイズは増加する。この問題に対しても逐次近似法の有効性が示されている。今回我々

は、逐次近似法や高分解モードの三次元的体積測定に及ぼす影響を検討した。この結果、

逐次近似法は画像ノイズの減少に有効であるとともに、三次元的体積測定の誤差を減少さ

せることを明らかにした。逐次近似法を用いることにより患者の被曝低減が可能であるた

め、WT1 がんワクチンによる肺癌の治療効果判定のための CT 撮影にも使用されることが

予想されるが、その際にも三次元的ＣＴ体積測定法は適応可能であることが示された。 

 

E．結論 

 肺癌の治療効果評価において、三次元的ＣＴ体積測定法は有用である。また、この方法

は逐次近似法や高分解モードなどの新技術にも適応可能である。 
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